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j召ご

関版の化石サンゴは、駿河湾で

も最も興まった位置にある江ノ浦

湾に注くや狩野111放水路放出口の右

岸、海面下 3悦程の堆積物中に発

見されたものの一部である o 10数

年を経た現在では採集することは

むずかしい。

していた時代は、凶C年代

測定値が出ていないのではっきり

しない。隣接した狩野川平野に、

14C年代で 8390土170B.P.を下

限とする縄紋早期の海進による沖

の存在が知られていることか

ら推測すれば、現をよりやや

水温が期待できるこの時期に、そと

と考えられる O

江ノ浦湾(口野) →ナンゴ

礁、サンゴを以下の様に分類している O

浦湾 1 • 

橋 地 (1 ) 

139' 

について縛られ
件数を示す。

A Ou工astreacri spata， B : hermatypic corals， 
c 女神@男神礁性若灰岩海浄科学 Vol.7， p 559'" 606， 

浜開蜂士;サンゴ犠/ヰによる。

面していた産出地点付近で、礁をつくっ していたサンゴ

の構成にはどんな特徴がみられるだろうか。浜田隆士氏は現生造

南方型口 Pociμ opoγα Ac 

強南方型口 Pαchyseγis，G αJαμα Echinoporα Hαlomi かし ( 

本 Ecんz， n lli α c  α泌 lastγeα Pectiniα Alveopoγα. ( 

下線を付した属は江ノ浦湾(口野)産化石サンゴの中にもみられる O 南方型のものとして Acγopoγα

(ミドリイシ類)が 1種みられる O これは、前記沖積層中に、現在鹿児島以南に分布するといわれる

H シオヤガイグが多量に産出するのと付合し、より高水温の吉環境、グ吉狩野湾 H の存在を裏付けること

にもなり、興味深い。

3のアワサンゴ 5'""--'6cmのボーノレ状の群体となり、部分拡大し

自状をなし、壌には孔があいている。

1 . 2のようにその

5のタパネサンゴの{障体は 10数cmと くE

縦に条が走り、くびれがある O 爽は写真 4おのように中央でくびれるものが多い。 隅護縁部は鋸歯状。

軸柱は隅壁の先端がゆるく集まってできている O 写真 12はLohopんylliαJ  αponz， c α とおもわれ、関

の突起が強い。爽が円形で若い個体らしい。写真 7'"'-'10のキクメイシはサンゴ礁では、 ごく普涌に

みられる O 温帯のサンゴは夏期の速い生長速度に対して、低温時には、生長が著しく停滞するため、樹

木の年輪(写真 9)のような骨格犠造をみせる O
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写真 3. Alveoporα cf ve γγ illi α九αVAUGHAN (アワサンゴ)0 1， 2。間拡大。

写真 6. c αμsctre α tumida MATTHAI Eアオバナイポヤギ)0 4， 5。間拡大。

スケーjしは cm単位で、 3・6・9・12にのみ適用。〈他の拡大は倍率はまちまち〉
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写真 9. Fαv-z. α spec-z.os α( D ANA ) (キクメイシ〉底面。 7.関上国。 8.問調，IJ面。 10.開拡大。

写真12.LobopんytliαJ αpo九 -z.cα(YABE& SUGIYAMA)側面。 11.同上面。
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